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論文内容の要旨

る。

本論文はPVAフィルターの実用化に関する研究の成果をまとめたもので，つぎの5 章からなってい

第 1 章は無菌空気製造法に関して空気中の雑菌の殺菌法， (慮過法の大要を述べ醗酵工業及び関連工

業については技術的 経済的に鴻過法が最も適しているとして本研究の意義を明らかにしている。

第 2 章では空気中の雑菌濃度の統計的知見に加えて繊維充填層による雑菌の捕集機構の大略を引用

し，本研究による板状フィルターの雑菌捕集機構を検討する立場を明らかにしている。

第 3 章は本研究の主体をなす， PVAフィルターの製造法及びこのフィルターが醗酵工業で実用化

しうる必要且つ充分条件としてのスチーム殺菌耐性の 2 点を詳細に検討している。すなわち，このフ

ィルターの製造法についてはポーパル粉末のアタタール化及び有効孔径を均一に保つため澱粉粒子の

選択法を含めた製造条件について細部にわたる検討を行っている。

次に，その耐熱加工法ではPVAフィルターに賦与すべき耐熱樹脂の種類，樹脂溶液の濃度，溶剤

の種類，樹脂付着量などにつき検討し，その最適製造条件を実験的に確立している。

第 4 章は前章で述べた方法による PVAフィルターの空気流圧力損失及び雑菌捕集効率をそれぞれ

実験室的に詳細に検討している。なお，雑菌の捕集効率測定では回転シャーレ法による新しい測定方

法を開発し充分な精度で雑菌捕集効率の測定が可能になっている。

第 5 章では本製造法による PVAフィルター雑菌捕集効率が比較的低い圧力損失にも拘らず極めて

高い事実を，現在までに醸酵工業で使用されてきた各種繊維充填層，金属の焼結板，素焼円筒などの

性能とそれぞれ実験的に比較している。
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而して，ここで開発したPVAフィルターが実用上，極めて優秀な漉村である理由をその捕集機構

にさかのぼって検討し，本研究の総括としている。

論文の審査結果の要旨

本論文はPVAフィルターの実用化に関する研究をとりまとめたものであって，その研究の要点は

次のようである。

(1) 均ーな有効孔径を有する，耐熱性PVAフィルターをポリビニールアルコールから製造する工程

を確立し醗酵工業における繰返えしの殺菌に耐え而も空気流の圧力損失が比較的小な理想的空気除

菌フィルターをを開発した。

(2) PVAフィルターによる雑菌捕集機構は従来， 広くこの方面に使用されてきた繊維充填層な

よる捕集機構とは基本的には類似していることを確認している。

(3) 一旦捕集された雑菌が空気流によって再び本流に戻りその捕集効率を著るしく低下させる空気流

速が存在すること，及びその再飛散の機構を明らかにしたことはPVAフィルターの実用的操作条

f生の設定に有意義である。

(4) 繊維充填層フィルターと比較して同一の高性能を期待する PVAフィルターはその容器断面積，

フィルターの厚みそれぞれにつき (1/2~1/4) ，及び(1 / 30 ~ 1 / 140 )と著しく小型化

し操作が容易なフィルターの開発に成功した経過を述べている。

以上のように本論文にはPVAフィルターの実用化に関し空気中の雑菌液過全般に及ぶ多くの新し

い知見と実績とが示されており，その成果は醗酵工学の分野に貢献するところ大である。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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